20180909レムナント教会1部
無戦勝利（Ⅱ列王記2:9)
　皆が幸せになりたい、できれば楽に生きたいと思っているのですが、実は、生きることはそんなにたやすいことではありません。それは信者でも変わらないと思います。社会に出る前から、レムナントのときから、学校で競争社会を学ぶようになります。それが知らず知らずストレスになるしかないし、ときには人間不信や人を避ける対人恐怖症につながるときもあります。それから、私たちが弱いからなのですが、皆が私の理解者であればなんと楽でしょう。皆が私の味方であればとても楽に生きていけると思いますが、実は、人生というものはそうではありません。逆に裏切るものがいるし、いじめてくる人間もいるし、誤解や濡れ衣を着せられるときもあります。そういう中を生きていき、自分自身を見ると限界があります。いろいろな部分で限界を感じるしかないわけです。そこで信者の私たちも条件は同じなので、この間も申し上げましたように、ついつい条件付き未練により、条件付きため息の方に陥ってしまう場合があります。これが悪いから、これがこうなれば、もう少し環境が良ければ…といろいろなことによって思いどおりにいかないのでため息をするしかありません。その中で少し意地っ張りの人は、これは何なのとそれを突破して乗り越えようと努力したり挑戦してチャレンジをすることによって、それを乗り越えたかのように見え、それで成功を収める人もいるのですが、後々、見てみると、そうでない人より霊的な問題が深刻です。そういう中で世の光として召されている信者の私たちは、どのようにして勝利できるのでしょうか。本当の勝利はいったい何なのでしょうか。２部の礼拝でも申し上げるつもりですが、今回も災害の現場に行ってきました。それは信者の私たちに語りかける神様のメッセージがあるわけです。しかし、信者である私たちが、険しい世の中、人生を生きる中でため息ばかりしていては、47都道府県を生かすために召されているのに、それを通して世界を変えるための日本の国なのに、まったくそれとは無縁の人生を生きるしかないわけです。だから、まず信者の私たちが、その尊い使命の人生を歩くための勝利の奥義は何だろうかということにしっかり目を留めなければいけないと思います。いろいろな限界があり、いろいろな事情があるでしょう。だからといって、私たちはため息をするしかないのでしょうか。あるいは、必死で頑張って乗り越えるしかないのでしょうか。なにが本当の勝利なのでしょうか。それを特に、レムナントの7人を通して答えが見られるものなのですが、今日は特にその中の一人エリシャを通して、その勝利の答えをキャッチして行きたいと願います。
　そのエリシャは、どのように勝利されたのでしょうか。結論から申し上げますと、無戦勝利の主人公でした。この言葉があるかどうか分かりませんが、もしなければ今日から新しいことばとして使いましょう。戦わずに勝利したという意味です。それこそが本当の勝利です。これは柳先生のお話ですが、柳先生の働きによって周りがねたみ、いろいろな中傷非簿し喧嘩を売ってきました。それに対して、周りの人々が、このままいけばいけません。しっかり対処しなければなりません。彼らが訴えたのであればそれは全部嘘なので、こちらからもきっちり証拠を集めて訴えましょう。必ず勝つのですからと言われたのに対して、柳先生はなにも返事などをせずに祈っていたそうです。そして、時間が流れて結局はどうなったのか。いまになってはそういうお話ができるわけです。戦わずに勝利したという一つのおあかしです。良いことばかり、私の味方ばかりということは、死ぬときまでありません。そのようなことを大前提にすると、精神的に混乱してしまいます。そうならないといけないはずなのに、なんで現実はそうではないのか。ということで参ってしまうわけです。それは自分の勘違いなのです。元々、人生死ぬ時まで味方ばかりではありません。私を嫌う人間も好きな人間より多いかもしれません。でも、それが問題にならないで勝利できる奥義をもっていなければなりません。エリシャを通して、そのことを確認していきたいと思います。
　エリシャはどのような人だったのか。どのようにして無戦勝利の主人公になったのかと言いますと、エリシャは霊の世界を知っていたのです。霊の世界を知っている者は、戦わずに勝利できる無戦勝利の主人公になれます。つまり、私たちがため息をしてしまう、負けてしまう理由は、肉のことしか分かっていないし、そのような感覚しか持っていないからです。霊の世界が正しく理解できていないからです。もちろん未信者の場合は、まったく知ることができないし、信者になった、神の恵みに預かるようになったというのは、霊の世界に目覚めるようになったという意味でもあるわけです。ヘブル11：1-3を見ると、信仰は目に見えない事柄の保証であり、それから、この世界のすべての目に見えるものが見えるものによってなったのではなくて、見えないものによって見えるものがなったと言われています。いま私たちの目に見えるもの、肉体的な様々な現象などは、目に見えるものによってではなくて、目に見えにものによってというのは、霊の世界によって目に見える肉の世界が現れるようになったということなのです。ですから、霊の世界が分かっていないと勝利はまったく期待できません。その目に見えるすべてのことが目に見えないというのは何なのかと言いますと、私たちの肉が目には見えませんが、この見えるすべてを造られた創造主の神様がいらっしゃるからなったわけです。ヨハネ4：24、礼拝の前にいつも宣言しますが、「神は霊ですから、神を礼拝する者は、霊とまことによって礼拝しなければなりません」とあります。神様は霊なのです。霊の世界では創造の神様がいらっしゃるし、その神様がすべての主人なのです。その神様によってこの世界のすべて、私たち人間も造られることになりました。
そして、神様が人間を造るときに、他のすべての被造物とは違うように創世記1：27を見ると、神のかたちに造られたと言われています。私たちが見るとただの人間で、だから勘違いしている者は、サルが進化して動物の進化した形と勘違いをするのですが、それは霊の世界が分かっていないからです。動物と似ているように見えても、神のかたちというのは、神様がともにおられる、肉体を持っていて神の霊が宿っている唯一の霊的な存在なのです。だから、人間を見る時にも、霊の世界が分かっていないとただの進化した動物にしか見えないのです。だから、心配するわけです。これが霊の世界です。人間は特別な存在です。人間は神様とともに神を信じることによって生きていけるようになっている存在です。見えるものがすべてではありません。見えない何かによって見えるものが現れるようになった霊の世界が実はメインなのです。それなのに、なぜ私たちはそれに対してまったく無知なのでしょうか。罪によってそれらが全部麻痺してしまったからです。
そして、霊の世界には、目に見えないけれどもサタンとも呼ばれる悪魔という存在がいるわけです。これが霊の世界です。黙示録12：9を見ると、元々、神様によって天使として造られた者が、神の前で反逆の罪を犯し、自分が神になろうとする罪を犯したことによって、天から追い出されることになります。それで昔からその名前が竜、古い蛇とも呼ばれるものになっていました。そして、その悪魔、サタンというものが天から追い出された後、創世記3：1-5を見ると、人間の世界に入ってきて、蛇の中に入り人間を惑わし、人間が罪を犯すように、神から離れてダメになるように仕掛けるわけです。蛇が問題ではなくて、目に見えない霊の世界があるわけです。人が善と悪を知る木の実を取って食べることが問題ではなくて、その裏に霊の世界があったわけです。それを知らないでいると、なぜそれを食べたらだめになったのかと質問したりしますが、そうではありません。それで結局、人間に与えられている世界を治まる権限が、悪魔に一時的に譲ることになりました。移動することになったのです。それでその悪魔は、そのときからヨハネ12：31でイエス様がおっしゃっているように、世の神と言われる裳になりました。エペソ2：2では、空中の権威を持つ支配者と言われています。目に見えないのです。でも、この世は、目に見えないなにかが治めているのです。それを知らないでいると、目に見える様々な現象に対しての理解がまったく違うところに行ってしまいます。これが霊の世界です。私たちは生まれたときから、勉強しながら、科学を目にしながら、目に見える世界しか分かっていません。それがいまだに骨身にまで染み込まれているので、神様のお話を聞きながらもメッセージがメッセージになりません。これが本当の問題です。エペソ6：12を見ると、この悪魔、空中の権威を持つ支配者が世の流れを作るとありますが、世の流れとは何でしょうか。とにかく本当の神様の方に行けないようにすべての手段を動員して働くということです。それでこのエペソ6：12を見ると、空中の権威を持つものが、政治を握って動かします。政治を通して様々なことをさせるわけなのですが、その最終的な目的は、とにかくキリスト教会が無くなるようにします。そのことに用いられる者が誰かというと政治家なのです。権力者なのです。それを裏で悪魔、サタンというものが操っていると言われています。この霊の世界が分かっていないといけません。なぜ戦争が絶えないのでしょうか。なぜ国と国とが敵対するのでしょうか。訳が分からないのです。そして、それが暗やみの世界を支配することによって、数多くの犯罪を生み出し、天にいる諸々の悪霊を用いて様々な宗教を作るようになります。これが単なる目に見える形の問題ではなく、目に見えない霊の世界によって生まれてくるものなのです。これが霊の世界です。

それでは、目的は何でしょうか。先ほども申し上げましたように、Ⅱコリント4：4にもあるように、キリストの栄光が輝かないように、キリストを知らないように、聞けないように、聞いたとしても知ることができないようにします。教会に通っていても、キリストの栄光がその人の心に輝かないように、誘い込む霊の力をもって邪魔をします。単に頭が悪いから、その人の性格が悪いからキリストが分からないわけではありません。霊の世界が分かっていないとなりません。もちろんキリストはいらないという様々な理由、口実はあります。その人なりに。でも、霊の世界が分かっていれば、それがキリストの栄光が輝かないように誘い込む霊の働きがあるということを正しく分かるようになるでしょう。これが霊の世界です。これによって残念ながら、いろいろな形があるにもかかわらず根本的に、あなたがたは、あなたがたの父である悪魔から出たものであるという存在として生きるしかありません。良いことはなにもありません。最終的には、地獄に行くしかありません。だから、霊の世界において肉によって解決できるような問題ではないので、神様はこの悪魔のしわざを打ち壊して、そこから人々を助け出すためにキリストを約束されて、そのキリストが世に来られて、その方がイエス様なのです。これが霊の世界です。イエス様は人間と同じかたちをしているので、皆が見て［大工さんの息子さん］だとか「ガリラヤ出身」などといろいろ言っていたのですが、霊の世界を分かっていませんでした。ヨハネ1：14には、みことばが肉となって私たちの間に住まわれたとあります。人間の体をとっているのですが、その内側には神の霊が宿っている神様ご自身なのです。だから、霊の世界が分かっていないと、目に見えることですべてを判断してしまいます。
そして、そのイエス・キリストが、実は十字架にかけられました。十字架だけを見ると失敗でしょう。霊の世界が分かっていないので。しかし、その十字架が、実は霊の世界においては、いままでの悪魔のしわざを打ち壊して蛇の頭を約束通り完全に踏み砕く場面なのです。それが霊の世界での戦いです。イエス様が十字架にかけられたときに、目に見えない霊の世界においては、私たちを苦しめ地獄の運命に捕えて滅ぼそうとしていた、今現在も私たちを苦しめているその悪魔の頭を完全に踏み砕いて勝利なさる場面なのです。霊の世界が分かっていないと。だから、そこでイエス様は、すべて完了したと宣言されるわけです。霊の世界が分かっていない人が見ると、「なにを寝ぼけたことを言っているのか」と言うでしょう。十字架で死にながら、すべて完了したとおっしゃっているから。霊の世界が分かっていないと、イエス様のお話が寝ぼけたことに聞こえます。これが霊の世界です。
そして、イエス様が天に昇られて、それからは本格的に救いの働きが始まります。なにを通してでしょうか。目に見えない聖霊のわざによって、聖霊の働きによってです。しかも不思議な感謝なことに、先に救われた信者の弱い私たちを通して聖霊様が本格的に悪魔の頭を踏み砕いて勝利なさったので、これからどんどん救いの働きを成し遂げていかれるわけです。これが霊の世界です。様々なことがあり、ときには迫害もあるかもしれません。でも、霊の世界においては、聖霊様が確実に救いの働きを約束通り地の果てにまで成し遂げていらっしゃいます。教会を通して、信者の私たちを通して。これが霊の世界の秘密です。Ⅰコリント12：3を見ると、だれでも聖霊によらずには、イエスを主と告白することはできないと言われています。私たちが、だれかのお話を聞いてイエス様を救い主として信じますと心から言うでしょう。それは聞かれて悟ったからでしょうけれども、実は霊の世界においては、すでに聖霊様が定められたその人の中に入ってたましいを動かしているのです。霊の世界においては、そのようにすごいことがそこで起こっているのです。Ⅰコリント3：16にあるように、あなたがたは聖霊が宿っている神の神殿であることが分かっていないのか。皆さん、信者の私たちでも弱さがあり、過去の記憶も残っているし、いろいろな限界があるかもしれません。でも、それは肉の話です。霊の世界においては、すでに聖霊が宿る神の神殿に変えられているのです。だから、聖霊様が私たち信者を用いて救いの働きができるわけです。これが霊の世界での神様のみわざなのです。世界中が邪魔しても邪魔されずに、この救いの働きは進むようになります。霊の世界においては、救いの働きが失敗するということはありません。聖霊の宮ですから。特に聖霊様が本格的にすべてを完了したキリストの十字架のみわざをもって救いの働きをなさるときに、教会、信徒である私たちを用いられるのですが、その使いとして神の使い、天使を使います。これが霊の世界での戦いです。ヘブル1：14には、天使というものは、神の使いです。もしかすると皆さんには、世の中での天使、エンジェルという言葉をいままで聞いて、いろいろなイメージがあるかもしれません。とても優しい人間がいると「天使だね」と言います。羽があるようなイメージがあるかもしれません。全部消してください。天使の意味は、神の使いという意味なのです。霊的な存在です。時間、空間に制限されない存在であり、それが救われた私たちに仕えるために登場すると言われています。なぜなら私たちが、救いのために聖霊に用いられる主人公だからです。その救いの働きが歴史のメインストーリーですから。いろいろなことがあっても、それは肉の話であって、その中で目に見えない霊の世界においては、悪魔のしわざを打ち砕いて救いの働きがずっと進んで行くわけです。天使を、神の使いを使うことによって。私は牧師でありながらも、最初に天使の話を聞くときに違和感を覚えていました。それほど例の世界において麻痺させられていました。悪魔に見事にやられていました。でも、これは霊の世界において当たり前で事実です。悪霊が信徒を惑わし人々を苦しめるのと同じように、神の御使いが信徒を助ける、手伝うことによって救いの働きを成し、また悪霊を追い出して勝利するようになります。天使の話は、聖書に数多く記されています。特に今日のエリシャの話の中には、それが明確に紹介されています。ただ皆さんが考えている、皆さんが動いているわけではありません。霊の世界を考えないといけません。頑張って乗り越えられればいいわけではありません。皆さんが本当に霊の世界を認めるのであれば、勉強が悪いわけではありませんが、勉強をして成績が上がるからいいとは言えないのではないでしょうか。霊の世界において、このままの状態なのに。

だから、霊の世界が分かっている者は、霊的な状態がいちばん重要だということを認め、霊的な力を優先するようになります。その人は、無戦勝利の主人公になります。エリシャはそうでした。今日の聖書の箇所にもあります。エリヤが、「もうこれから私は天に召される。なにかお願いがあるのか」と言った時、他の神学生がいっぱいいて、ここがいいと、ここがいいと言い、でも、エリシャはそこで満足せずに「いりません。私はあなたについていきます」「だから、私は終わりなのだ」「でも、ついていきます」「何が欲しいのか」「他はなにもいりません。あなたの霊の、二つの分け前が欲しいです」。つまり、エリシャは、霊の世界が分かっていたので自分自身に人生の勝利のために、特に世の光として証人として用いられるために何より大切なのは、優先すべきなのは霊的な力だということが分かっていたので、「たとえ私のすべてが失われることがあっても、あなたの霊の、二つの分け前が必要です。あなたがいままで神様から祝福され持っていた霊的な力の２倍が私は必要です」と言ったのです。霊的な力を得ることを優先する人は、無戦勝利の主人公となります。つまり、信者の私たちが、あらゆる場面で当たり前な言い訳、理由があるかもしれません。でも、そこで嘆いて倒れて失敗して落胆して負けてしまう理由は、正直に申し上げると、霊的な力が欠けているからなのです。試みにあってつまずいて傷ついたりするのは、霊的な力がないからです。なぜ傷つくのでしょうか。なぜ心配するのでしょうか。いままで申し上げました。心配事があるからではなくて、霊の世界が動いてそれにやられているからです。だから、霊的な力を持たないといけないのです。Ⅲヨハネ1：2、あなたのたましいが幸いであるように。これが第一です。鉄則です。たとえ死の影の谷を歩いたり、逃亡者の人生になって濡れ衣を着せられることがっても、それに真っ向から対抗するのではなくて、あなたのたましいが幸いであるように、霊的な状態を優先しないといけません。

初代教会の人たちが復活のイエス様と対面してからメッセージを聞いたのにもかかわらず、肉にこだわっていました。「この植民地の状態がいつ解放されるのでしょうか。私たちはこんなちっぽけなものなのです」。その時にイエス様がおっしゃいました。あなたがたは信者でしょう。それは知らなくてもいい。聖霊が臨まれると何も問題にならない。つまり、霊的に力を得るようになれば、そこすべての答えがある。これが普通の人はまったく理解できないし、クリスチャンでも霊の世界が分かっていない人、特に人間的に成功して、学問的に優れた人が中々理解できません。現実がこうあるのに、知らなくてもいいと言われる。もちろんそれにしっかり向き合って勉強しなければいけません。それを否定するつもりはありません。しかし、そこに本当の勝利はありません。貧しい者だから金持ちになるために一生懸命、頑張ってお金を稼げば金持ちになれるでしょうか。なれるかもしれません。しかし、そこに勝利はありません。一生懸命、お金を稼ぐ以前に霊的な状態が整えられて、霊的な力に預かるようにならないといけないわけです。ここがいままでの肉の論理に慣れている者は、中々理解できません。そこが砕かれないといけません。私たちに何の原因もないのに神の恵みによって救いの祝福があるでしょう。同じように、義人は信仰によって生きる、信仰に始まり、信仰に進ませる。一見、肉体的に見ると、私たちはなにもやっていないかのように何の理由も原因もないのに、でも、私たちが霊的な力を得たときに、ここに結果が出るようになるわけです。そうでなければなぜ祈るのでしょうか。だから、祈らないのです。ときには、迫害を受ける時がありました。でも、勝利したわけです。別に、霊的な力を得たときには、迫害もなにも全部消え去って楽に行けるという意味ではありません。ときには神様のご計画によって、ヘロデのように頭に虫が付くことによって死んでしまうこともあります。でも、迫害が増していく中でも負けずにしっかり契約の道を通っていったということもあります。つまり、霊的な力を得ている者は、必ず勝利します。特に無戦勝利の主人公になります。
エリシャの話は皆さんご存知であるし、聖書を読んでみてください。Ⅱ列王記6：8-12を見ると、敵の兵隊がイスラエルを攻撃しようとすると、エリシャがイスラエルの王に助言しました。今度、敵がこの辺に来るので、しっかり兵隊を配置してそれに備えましょうと。その通り、敵がことごとくやられるわけです。それで敵の王が、なぜ私たちの行動が全部知られているのか、内通者がいるのではないかというぐらいでした。そのときに内通者があって、あのイスラエルにはエリシャという預言者、神の人がいて、その人には全部ばれてしまうと言いました。エリシャハ霊的な力を持っているので、これはなにを意味するかというと、悪魔の策略がことごとく砕かれて、暗やみの力が砕かれるようになります。戦わずに。これが結果です。それを聞いた敵の王様が言います。「そうか。それならエリシャを消さないとダメだ。エリシャはどこにいるのか」「ドタンという町で神学校を営んでいます」「そうか。兵隊をたくさん連れて来て、そのドタンの町を取り囲むようになりました。そのとき家来のゲハジという人間が外に出てみると、ものすごい敵に囲まれていたのでエリシャの方にやってきて「先生。大変です。これでおしまいです」と言ったとき、エリシャが「おまえはまだ肉だね。神様。この家来の目を開いてくださり見せてください」と祈ります。それで目が開かれたときに、取り囲んだ敵の周りをその２倍、３倍の数の天の軍勢が取り囲んでいました。信じないでしょう。これが霊の世界です。エリシャが霊的な力をいただいていると、結果としてそうなるわけです。だから、戦わずに勝利できるのです。そこで騒ぐ理由も、慌てる理由などもありません。神様に祈りました。「敵の兵隊の目をくらませてください」。すると、皆見えなくなって、エリシャが、私がガイドするからとサマリヤの町の方に兵隊を連れていきました。そこで目が見えるようになった時、「なぜ私たちがサマリヤにいるのか」と言います。そのときイスラエルの王がエリシャに「もうチャンスではないのか。皆殺しにしましょう」と言ったときに、エリシャが「これは神様がなさったことなので、皆生かして、逆に食べさせてもてなして送りましょう」と送ったわけです。余裕です。それで無戦勝利です。人との競争、比較などはいりません。本当の意味での寛容がそこにはありました。パウロが刑務所の中にいながらも、「私はお腹がすいているときでも満腹なときでも、刑務所の中でも外でも構わない。私を強くしてくださる方にあって、できないことはなにもない」と告白します。これが無戦勝利者の告白です。霊的な力を得ている者、そして、それを優先する者は、不思議でしょうがないでしょうけれども、戦わずに勝利するようになります。皆さん、家族の救いのために「イエス様を信じなさい」とどっちが正しいかいつも議論しながら喧嘩して救われるのでしょうか。私がばかみたいにやられつつ、しかし、彼らにはわかっていない霊的な力があります。なぜなら、これが霊の世界なので。いつのまにか暗やみの力が砕かれて戦わずに勝利するというおあかしは歴史の中で数多くあります。小さなことでも大きなことでも同じです。時間がだいぶ経ちました。本当は、今日は１時間ぐらいの予定で聖書を一つ一つ確認したいと思っていました。霊の世界についてあまりにも無知であるし、また認めようとしていないので。そうすると、どんなに頑張っても肉に流されるしかありません。どんな優れた論理であっても。
皆さん、ぜひこれからも事実があれば、その裏に目に見えない真実があり、その真実の裏に霊的な事実があるということをいつも意識する習慣を身に着けるようにしましょう。そして、それが本当であれば、なにより自分の理論や経験や感情より先に、また何かの対策を立てる前に福音を優先にしてみましょう。霊の世界が分かったときには、ああだ、こうだ、正しい、正しくないは意味がありません。福音以外にはありません。福音を優先するというのは、イエスはその暗やみに勝利されたキリストなのだ。だから、自分は幸いな者で、自分は伝道者なのだというのをいつも真っ先に優先するようにしましょう。そして、それを土台にして毎週、神のみことばを聞くときに、たんに聞くだけではなく、約束して聞いてください。霊の世界が分かっている者は、みことばを無視することはできません。なぜならみことばがないと肉の自分で判断して動くしかありません。それは霊の世界においては通じないどころかやられます。世の中がどんなにもっともな理論であっても。キリスト教会の中でも、なぜ私たちを異端と言いながら怒りをあらわにするかというと、霊の世界が分かっていないので、彼らの肉の理論で見たときにはとんでもないことがあまりにも多いからでしょう。それはかわいそうなのです。神学的な理論や研究や様々なものを取り上げて批判していますが、霊の世界を認めていないのです。そうすると、キリストOnlyにはなりません。

そして、みことばを慕い求めつつ、皆さんが求めるべき内容は、聖霊充満です。聖霊の満たしです。自分が気持ちよくなるための聖霊の満たしではなく、必修であり祝福中の祝福であり、武器中の武器です。もっと縮めて申し上げると、クリスチャンというのは聖霊充満が約束されて、聖霊充満に預かる存在です。だから、無戦勝利者になれるわけです。計算せずに。自分の殻を打ち破るようになるのが、聖霊充満です。
最後に、聖霊充満になれば当たり前にこうなるでしょうが、いつも日頃、ピリピ1：10、4：8にあるように、なにがあっても肉で考えたときには正しい、正しくない、悪い、良い、いろいろあるかもしれませんが、そのように思わずに、すべての中に神様の良いものがあることを忘れないでください。あとで聖書箇所を読んでみてください。だから、いつも喜びと期待と祈りがそこにあります。ある意味では、悪く思うことがあってはいけません。これが聖霊充満です。これが霊の世界が分かっている者の戦いです。悪いから悪いと思うと間違ってはないかもしれませんが、霊の世界が分かっているとそこに悪霊が入ってしまいます。ですから、悪いと思わずに、どんなに悪いことでも、神様の良いことは必ずあるわけですから。神様の良いことをしっかり見分けるようにしましょう。私は良いことしか考えない。逆に言うと、Ⅰペテロ5：7-8にあるように、心配する者、悪い方向に考える者は、悪い方向が問題ではなくて、ほえたける獅子のように悪魔が、食い尽くすべき者を探している、霊の世界はそうなっているわけです。だから、心配しないようにしましょう。暗い思い、否定的な思い、悪い方向に流されるようなことは一切断ち切って、すべて良いことだと思いましょう。悪魔、おまえにはだまされない。これが霊的な戦いです。

なぜこうスバ気なのでしょうか。最後の最後ですが、本当に霊の世界が分かっていると、皆さんの現場、日本の47都道府県、文化や宗教、人の在り方、外見は問題ではありません。霊の世界を分かっていれば、そこに絶対弟子が起こされないといけないのです。現場の弟子、それをいつも意識してください。これが霊的な戦いです。そうすると、私たちはだまされないで聖霊充満につながるようになるし、無戦勝利者の主人公になるということを味わっていただきたいと思います。皆さんは、本当に貴重な存在なのです。それを無駄にせずに霊の世界を意識して霊的状態、霊的な力を得ること、それを優先にしていきたいと願います。
（祈り）
愛する天の父なる神様。主の恵みを感謝いたします。罪と罪過によって死んでいた私たちが神様の恵みによって、イエス・キリストの血潮によっていのちを与えられ目覚めて、霊の世界があることに気づき、そして、本当の勝利は無戦勝利であり、霊的な戦いであり、霊的な力を得ることが勝利の鍵であることを教えていただきありがとうございます。様々な問題、課題がありますが、このメッセージに従って、これを契約として握って、エリシャのように勝利できるようにひとりひとりを祝福してください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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